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１． 中国重慶市について 

重慶市（じゅうけいし / チョンチンし、簡体字: 重庆市、拼音: Chóngqìng）は、中華人

民共和国の直轄市である。重慶市の人口は3022万人（2017年）。2017年の都市圏人口は

1962.66万人である。略称の「渝」は重慶市内にある嘉陵江の古称、渝水からきている

。2017年、アメリカのシンクタンクが公表したビジネス・人材・文化・政治などを対象

とした総合的な世界都市ランキングにおいて、世界第115位の都市と評価されている。 

 

2. 参加学会について 

この度ASICON2019では、学会参加者の多くは上海复旦大学などの有名大学の大学院

生であり、発表や研究のレベルの高さを感じた。会議の合間には他大学の学生と話す機

会もあり、専門分野の知識も深めることができた。自身の知っている英語を繋ぎながら

の会話はとても貴重な国際経験になったと感じている。 
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3. 写真集 

   

羽田空港出発             重慶江北空港到着 

  

重慶大学訪問             重慶大学訪問 



    

重慶市の古都と現代             洪崖洞 

   

学会の様子             小林先生発表 
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